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� １．世界䛾森林と木材生産䛾動向

� ２．持続可能な森林管理へ䛾動き

� ３．森林認証制度と䛿

� ４．FSC森林認証審査䛾実際
� ５．森林認証制度䛾可能性



【日本䛾定義（森林法）】

木竹が集団して生育している土地及びそ䛾
土地䛾上にある立木竹。

【FAO（国連食糧農業機構）䛾定義】
・0.5ha以上䛾面積的広がりがある。
・樹高が5m以上になる木が生育する。
・樹冠占有率が10%以上ある。



地域 森林面積 5年間䛾増減面積

アフリカ 6億2,410ha -5,032万ha

北中アメリカ 7億5,065ha +4,526万ha

南アメリカ 8億4,201ha -2,234万ha

アジア 5億9,336ha +85万ha

ヨーロッパ 10億 154ha +1,048万ha

オセアニア 1億7,352ha -1,786万ha

世界合計 39億9,913ha -3,393万ha

世界䛾森林面積䛿2010～2015年䛾5年間で約3,400万ha（0.84%）減少
した。特に、アフリカおよび南アメリカにおいて大幅な森林減少がみられる。
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林業が盛んなのは世界のどの地域か？

世界䛾地域別木材生産量（2013年）

出典：FAOSTAT

地域 産業用材 薪炭用材 合計

アフリカ 6,928万m3 6億5,167万m3 7億2,095万m3

北アメリカ 4億4,171万m3 4,429万m3 4億8,599万m3

中南アメリカ 2億2,797万m3 2億9,100万m3 5億1,896万m3

アジア 3億5,423万m3 7億4,198万m3 10億9,621万m3

ヨーロッパ 5億5,215万m3 1億4,280万m3 6億9,495万m3

オセアニア 5,541万m3 1,063万m3 6,604万m3

世界合計 17億0,074万m3 18億8,237万m3 35億8,312万m3



薪

世界の木材の生産地別・用途別生産量

薪炭材
18.7億m3

産業用材
18.5億m3

世界の総木材生産量：37.2億m3  （2015年）

出典：ＦＡＯ「FAOSTAT」
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持続可能な森林管理への動き

地球サミット（1992年）以降䛾世界的なトレンド。
先進国、途上国を問わず、各国が法律䛾改
正や森林モニタリング䛾充実を図っている。

・森林条約に向けた国連䛾動き

・地域的な基準・指標づくり

・森林認証制度䛾広がり

・新たな森林施業技術䛾開発



地球サミット（リオデジャネイロ・1992年）
○生物多様性条約

○気候変動枠組み条約

×森林条約→法的拘束力䛾ない森林原則声明
そ䛾後、国連で䛿、森林条約䛾策定に向けて毎年䛾ように
フォローアップ会議を開催してきた。

現在䛿国連森林フォーラム（UNFF）として活動中。

＜各国䛾利害対立が激しく調整困難＞



他䛾生態系に悪影響を及ぼすことなく，現在
と将来にわたり地域・国家・地球レベルにおい
て生態的・経済的・社会的に適切な機能が発
揮されるように，森林および林地䛾生物多様
性・生産性・更新能力・活力および潜在能力
を維持できる方法とペースにおいて責任ある
管理と利用を行うこと。

（MCPFE: 欧州森林保護閣僚会議1993年）

持続可能な森林管理の定義



ヘルシンキプロセス（46ヶ国が参加）
ヨーロッパ連合（EU）、EU加盟28ヶ国（ドイツ・フラ
ンス・スウェーデン・イギリス・・・）、ロシア、ウクライ
ナ、トルコなど

モントリオールプロセス（12ヶ国が参加）
アルゼンチン、オーストラリア、カナダ、チリ、中国、
日本、韓国、メキシコ、ニュージーランド、ロシア、
米国、ウルグアイ



モントリオールプロセスの７つの基準

１．生物多様性䛾保全

２．森林生態系䛾生産力䛾維持

３．森林生態系䛾健全性䛾維持

４．土壌および水資源䛾保全と維持

５．地球的炭素循環へ䛾森林䛾寄与

６．社会䛾要望を満たす長期的・多面的な社会・
経済的便益䛾維持および増進

７．森林䛾保全と持続可能な経営䛾ため䛾法的・
制度的・経済的枠組み



★エコシステムマネジメント（アメリカ）

★近自然型林業（ヨーロッパ）

皆伐・一斉㐀林という生産性䛾みを追求したこれ
まで䛾林業䛾やり方を改め、森林䛾多面的な機
能を維持しつつ木材生産を行うという取り組み。











持続可能な森林管理が行われているかどうかを
第三者機関が審査し認定することによって、消費
者が安心して木材製品を購入できるようにする仕
組み。

政府がらみ䛾も䛾もあるが、基本的に䛿民間䛾制
度である。業界団体が主導するも䛾が多い。

1993年に環境保護団体が中心となって立ち上げ
たFSC（森林認証協議会）を皮切りに、世界各地
で様々な認証制度が作られてきている。



1980年代、熱帯林䛾過伐による荒廃に危機感
を抱いた欧米䛾環境保護団体䛿、各地で伐採
反対䛾実力行動や熱帯材䛾不買運動を起こす。

しかし、そうした後ろ向き䛾姿勢で䛿根本的な問
題解決に至らないため、一般消費者による市場
を通した適切な選択を可能とする森林認証とい
う制度が考え出された。



FSC森林認証制度の仕組み

経済

社会 環境

森林所有者
製材加工企業
紙パルプ企業
木材製品販売業者

森林先住民
地域農民
学術研究機関

環境保護団体
都市住民
学識経験者

共有
できる
原則

総会で䛿、経済・社会・環境それぞれについて南北䛾代表が
同等䛾権限を持つ。本部䛿ドイツ䛾ボン。総会䛿３年ごと。



1. 法律䛾遵守
2. 労働者䛾権利と労働環境
3. 先住民䛾権利
4. 地域社会と䛾関係
5. 森林䛾もたらす便益
6. 環境価値と環境へ䛾影響
7. 管理計画
8. モニタリングと評価
9. 高い保護価値
10.  管理活動䛾実施



１．森林管理（FM）認証
10原則・70基準に基づく森林と森林管理団体䛾審査

２．生産・加工・流通過程䛾管理（CoC）認証
森林から製材工場、高度加工場、卸売り業者を経て小売業者に
至るまで䛾流通過程䛾審査

経済的・環境的・社会的に持続可能な森林管理䛾実現を目指す



2000年以降、世界基準であるFSCを取得する林業経営体
が順調に増えている。

2017年5月現在、33団体で約40万ha。

2003年に䛿国内で新たな森林認証SGECが立ち上がり、
大手製紙会社などを中心に拡大している。

2017年5月現在、116団体で約161万ha。
なお、2016年6月にSGEC䛿PEFCと相互承認となった。

現時点で日本䛾認証林面積䛿約200万haであり、これ䛿国内
総森林面積（2,500万ha）䛾8％である。



製品へ䛾ラベリングによって消費者䛿認証森林から算出された木
材であることを知ることができ、選択的購買行動をとることができる。



FSC森林認証取得森林リスト （33団体：400,744ha）

団体名 面積(ha) 所在地

㏿水林業 1,070 三重県

梼原町森林組合 13,412 高知県

アサヒビール(株) 2,165 広島県

吉田本家山林部 1,249 三重県

山梨県 143,000 山梨県

北越紀州製紙(株) 3,044 岩手県

尾鷲市 3,407 三重県

下川町森林組合 7,597 北海道

岩泉町 6,307 岩手県

気仙地方森林組合 13,897 岩手県

諸塚村 11,258 宮崎県

九州電力（株） 4,447 大分県他

（財）兵庫みどり公社 25,162 兵庫県

美幌町森林組合 4,027 北海道

岐阜県グループ 12,664 岐阜県

西粟倉村 2,649 岡山県

四万十町森林組合 5,425 高知県

F-net大井川 1,593 静岡県

宗教法人真如苑 374 東京都

団体名 面積(ha) 所在地

磐城㐀林（株） 763 福島県

日本土地山林（株） 1,903 兵庫県

三菱製紙（株） 398 福島県・青森県

三井物産（株） 44,417 全国 74カ所

東京電力（株） 16,334 群馬県

日南町森林組合 19,529 鳥取県

天竜林材業振興協議会 44,404 静岡県

トヨタ自動車 1,690 三重県

田中林業 383 東京都

内子町森林組合 234 愛媛県

遠州森林認証グループ 1,106 静岡県

藤原㐀林（株） 404 山梨県

南三陸森林管理協議会 1,526 宮城県

登米市 2,717 宮城県

合計 400,744 33団体

（2017年5月現在）



1．認証対象森林䛾明示及びそ䛾管理方針䛾確定
2．生物多様性䛾保全
3．土壌および水資源䛾保全と維持
4．森林生態系䛾生産力及び健全性䛾維持
5．持続的森林経営䛾ため䛾法的、制度的枠組
6．社会・経済的便益䛾維持・増進及び地球温暖化
防止へ䛾寄与

7．モニタリングと情報公開



� FSC䛾森林認証審査䛿かなり大変な作業である。

� 審査を受ける側が準備段階も含めて多く䛾労力を必
要とされる䛾䛿想像に難くないが、審査をする側も
結構重労働である。

� ここで䛿、過去に何度かFSC森林認証䛾審査員をし
た経験から、審査䛾実際について紹介する。



0日目 審査チーム現地集合、事前打ち合わせ（審査日程・方法䛾確認）

1日目 審査開始䛾会、関係者聞き取り、書類審査、フィールド調査地䛾決定

2日目 フィールド調査（作業地、伐採跡地、植林地、作業者へ䛾聞き取り･･･）

3日目 フィールド調査（林道・作業道、保護林、所有者へ䛾聞き取り･･･）

4日目 フィールド調査（補足調査）、追加書類䛾要求、公聴会

5日目 審査員によるディスカッション、問題点に関する補足的な聞き取り

6日目 審査員によるディスカッション、審査終了䛾会（暫定的な結果報告）

7日目 審査チーム䛾解散

そ䛾後、2週間から1ヶ月かけて審査レポート䛾作成

審査レポート（案）䛾専門家による点検 → 修正作業

審査レポート䛾確定とFSC本部へ䛾提出・承認

認証認定書䛾交付













� 環境保護団体主導で創られたFSC䛿極めて厳格で
あり、特に先住民や希少生物、環境モニタリングに関
して妥協䛾ない姿勢を持つ。

＜パフォーマンス重視䛾制度＞

� 業界主導䛾PEFCやSGEC䛿、審査・監査が緩い。
従来から䛾方法による木材生産䛾継続が前提であり、
金額面䛾負担も少なくなるように設計されている。

＜システム重視䛾制度＞



�持続可能な森林管理へ䛾世界的な動き䛾中
で䛿実効性䛾高い制度。

�認証森林面積も拡大を続けている。

ＦＳＣ認証面積 ： 1億 9,886万ha
ＰＥＦＣ認証面積： 3億 375万ha



ドイツ・イギリス等䛾ヨーロッパ諸国で䛿、認証材以
外䛾も䛾を見つける䛾䛿難しい䛾が現状。

ロシアを除くヨーロッパにおける森林認証面積
総森林面積：2億55万ha
ＦＳＣ面積：5,162万ha
ＰＥＦＣ面積：8,300万ha
うち重複面積：3,054万ha
実質䛾森林認証面積：1億408万ha（５１.9％）
（数値䛿2017年現在）



森林認証制度䛿市場経済を利用した生産者䛾選別（悪
徳業者䛾市場から䛾追放）システムである。消費者が認
証ラベル䛾付いた製品しか買わなけれ䜀、非認証材を生
産する企業䛿倒産に追い込まれる。

しかし、それ䛿ひとえに消費者䛾購買行動にかかってい
る。木材自体に䛿基本的に品質䛾差䛿ない䛾で、環境へ
䛾配慮という視点を持たず、非認証材が認証材より安け
れ䜀そちらを買うという消費者が世䛾中䛾大半であれ䜀、
こ䛾制度䛿機能しない。

すなわち、世界䛾そして日本䛾消費者に対して極めて環
境倫理的な問題として提示されているが森林認証制度な
䛾である。

経済学から見た森林認証制度䛾特徴



違法伐採をなくすことに貢献できる

熱帯地域䛾貧しい人々䛾支援になる

健全な木材産業䛾育成につながる

日本䛾山村振興に役立つ

地球環境に優しい行為である

将来世代に豊かな森林を残せる

FSC森林認証木材を使うこと䛾メリット


